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▲『知里幸恵ノート』と言われるもの（平成14年
　８月知里森舎により復刻）。
　　金田一から受けたノートには左頁に文字のな
　いアイヌ語をローマ字表記し、右頁に日本語に
　よる翻訳をしました。
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▲幸恵の両親あての最後の手紙。４枚目に「一生を登別で
　くらしたいと存じます」としたためている。
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